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講師プロフィール（50音順）

共演合唱団紹介

合唱団お江戸コラリアーず
1998年4月、転勤のため東京へ越してきた「なにわコラリアーズ」のメンバーとその仲間たちにより設立。出身、経験、年齢にとらわれず、
スタンダードな曲から新しい曲まで、男声合唱の世界を広く深く楽しもうと、20～30歳代の学生、社会人を中心に東京都内で活動を行っ
ている。年1度の主催演奏会のほか、各種合唱祭への参加や招待演奏、依頼演奏、関東以外の地域への演奏旅行など幅広く演奏活動を行
っており、男声合唱の新たな響きとスタイル獲得を目指し新作の委嘱初演活動にも積極的に取り組んでいる。全日本合唱コンクール全国
大会に2009年より11年連続出場し金賞を9回受賞。うち日本放送協会賞（部門3位）を3回、文部科学大臣賞（部門1位）を5回受賞。
モットーは「全員が主役」。

声楽家　青山　恵子
東京藝術大学音楽学部声楽科卒業。同大学院博士課程修了。1987年声楽では日本初の博士号を、テーマ「日本歌
曲の歌唱法の実践的研究～伝統音楽との接点～で取得。その後も洋楽と伝統音楽の歌唱法の融合を研究し、リ
サイタルや講演会等で成果を発表している。近年は、「古事記」「万葉集」「小泉八雲」など古典を素材にしたコン
サートを積極的に開催。
1975年四家文子主宰波の会「第一回日本歌曲コンクール」1位。1998年ミュージックペンクラブ「コンサート．パ
フォーマンス賞」受賞。東京室内歌劇場会員。波の会歌曲振興会名誉会員。奏楽堂「日本歌曲コンクール」審査員。

合唱指揮者　大谷　研二
神奈川県生まれ。武蔵野音楽大学声楽科卒業後、1983年よりヨーロッパ留学。スウェーデン、ドイツ、イギリスなど
で合唱指揮を学ぶ。E. エリクソン、H. リリング他に師事。フランクフルト音楽大学合唱指揮科卒業。1991年村松賞
受賞。
東京混声合唱団正指揮者、NHK東京児童合唱団常任指揮者・音楽顧問。活水女子大学音楽学部客員教授。
NHK・FM「ビバ！合唱」パーソナリティー。2020年度より、エリザベト音楽大学特別講師。

合唱指揮者・声楽家　清水　雅彦
東京藝術大学音楽学部声楽科卒業。継続開催しているテノールリサイタルを、本年は9月11日（土）東京・浜離宮朝
日ホールに於いて開催する。一方各種コンクール、合唱祭、講習会等の審査・講評、Nコン放送初演、音楽雑誌・教
科書への執筆、小中高音楽研究会や模擬授業講師を務めるなど、声楽・合唱指揮・教育と幅広い分野で活躍してい
る。著書に「コーラスを歌おう」（音楽之友社）「合唱エクササイズ指導編1.2」（カワイ出版）などがある。
現在、都留文科大学教授、東京藝術大学非常勤講師。日本合唱指揮者協会ならびに合唱人集団「音楽樹」会員。

合唱指揮者　松村　　努
東京藝術大学音楽学部声楽科卒業。三林輝夫、河瀬柳史の両氏に師事。指揮を黒岩英臣、H. リリング両氏に師事。
現在、東京、神奈川を中心に15の合唱団を指揮、指導をしている。全日本合唱コンクール、おかあさんコーラス 
大会等で優れた成績を残している。
全日本合唱連盟理事、日本合唱指揮者協会副理事長、神奈川県合唱連盟顧問、合唱人集団「音楽樹」会員、ヨコ
ハマ・コーラルフェスト実行委員長、フェリス女学院大学講師。

作曲家　信長　貴富
1994年上智大学文学部教育学科卒業。1994・95・99年朝日作曲賞（合唱曲）、1998年奏楽堂日本歌曲コンクー
ル作曲部門第1位、2000年現音作曲新人賞入選（室内楽曲）、2001年日本音楽コンクール作曲部門（室内楽曲）
第2位などを受賞。
多数の合唱曲のほかに、歌曲、器楽作品など多岐にわたる。「信長貴富歌曲集」「こどものためのピアノ曲集 スター
トダッシュ」ほか出版多数。近年ではオーケストラや器楽アンサンブルを伴う合唱作品や、合唱のためのシアター
ピースも多く手がけている。©A. Yamaguchi©A. Yamaguchi
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